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会 津 地 域 に お け る 落 花 生 栽 培 に 関 す る 研 究

第 3報 落花生の薬剤利用による生育調整技術と収量
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1は じ め に          2試 験 方 法

落花生は,栄養生長と生殖生長が花芽分化～登熟中期に   o)試 験年次 :1986～ 1988年
かけて並行して行われ,開花期間が長く,開花数も著しく   o)供 試品種 :タ チマサリ
多い。しかし,開花しても最終的に薬実まで生育を遂げる   o)栽 植様式 :床幅75m,条間35m,株間15m, 2条
ものは極めて少なく,無効花が著しく多い作物である。           9215P10サ ッツシート使用
これらの無効花は,大豆などのように発育途中で落花し   に)施肥竜 (ルタ/α ):N-03,P205-12,
てしまうのではなく,大部分は子房柄の伸長を伴うので,               K20~12,
無駄な転流につながっていると考えられている。                  苦土石灰-10,熔燐-4
そこで,薬剤処理して無効花や子房柄などの生育を抑需1   6)供 試薬剤 :B995,プルーンS
することによる増収効果について検討した。         16)試 験区の構成 :表 1の とおり

表1 区の構成

1区面積 25″ ,2反復。      められ,主茎長・最長分枝長ともに短茎化し,草型は,半
1区調査株数 6株         はぉ、く型に変化した。晩播でも,B995処理により標播は

薬剤の処理時期は,会津地方での標播の有効関花終上期  どではないがやや短茎化する傾向が認められた。しかし,
に相当する,7月 下旬の7月 29日 とした。         B995処 理による節数の変化は認められなかった。プルー

ンS処理の効果は,晩播区でやや短茎化したが,標播区で
3 試験結果及び考察

は,主茎長に差がなく節間伸長抑制効果は認められない

0)薬剤処理後の生育の変化              (表 2)。

B995処理により標播では,著 しい生育の抑制効果が認

表 2 処理後の生育の変化 (3か年平均 )
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注_ 1:開花期  Ⅱ:有効開花終止期  Ⅲ:開花終期  Ⅳ:成熟期
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2)薬剤処理後の開花数の推移
1986年単年度の結果であるが,プルーンS処理では

標播・晩播とも明確な開花抑制効果が認められたが,B99
5処理では,開花抑制効果は,不明瞭であった (図 1)。

0)収量
標播においては,B995処理区では,無処理区と比較す

ると, 3か年の平均で,上葵重で27%,子実重で30%の増

収となり,プルーンS処理区でも,上薬重で24%,子実重
で26%の増収効果が認められた (表 3)。

プルーンS処理では,無効開花を抑制することで,無駄
な転流を抑え,登熟が高まり,上実百粒重,上実歩合,上

葵歩合が高まったため増収したと考えられる。

B995処理では,開花抑制効果は認められなかったが ,

表 3 収量 (3か年平均 )
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図 1 開花数の推移 (1986年)
注 1 単位 :1日 当り10株の開花数
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栄養生長が抑制され,生殖生長が促され,子実の生産効率

が高まり,ブルーンS同様,上実百粒重,上実歩合,上葵

歩合が高まつたため増収したものと考えられる (表 3・ 図

2)。

図2 収量及び上実百粒重 (3か年平均 )

晩播においては,B995処理により,やや増収効果が認

められたものの,ブルーンS処理では,無処理区とほとん

ど変らなかった。

これは,薬剤処理日が標播,晩播ともに同じ日であった

ため,晩播については,プルーンS処理では , 有効開花

数が充分確保されないうちに,ま た,B995処理では,栄

養生長が不充分たうちに薬剤を処理したためと推察される。
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会津地域における落花生栽培において,標準播種では,

有効開花終上期の7月 下旬に,B995・ プルーンSを処理

することにより,開花抑制,栄養生長等の抑制によつて ,

子実の生産効率が高まり著しい増収効果が認められた。

薬剤を処理するにあたっては,有効開花終止期の設定が

重要であり,播種期 ,年次の気象変化等に応じた有効開花

終止期の簡易な判定法を確立することが今後の課題である。
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